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どう使われた51億円どう使われた51億円	 ④④
樹木管理などで論戦樹木管理などで論戦	 ⑧⑧
（5人の議員が一般質問）（5人の議員が一般質問）
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△ 有住中と世田米中が統合し「住田町立住田中学校」に
　 右手奥は令和５年度に屋根の改修工事を行った体育館

第５回定例会
（9月議会）

あらまし

令
和
６
年
度 

一
般
会
計

　第５回定例会（９月議会）は、９月12日から24日までの13日間の会期で開
かれ、一般質問には５人の議員が登壇。教育の充実、次期総合計画、介護予防、
庁舎周辺整備、観光振興などについて議論が交わされました。本会議では、町
条例の一部改正や令和６年度一般会計補正予算などの議案13件を可決（人事案
件は同意）。令和５年度一般会計及び３特別会計の歳入歳出決算並びに２事業会
計決算については、決算審査特別委員会を設置し審査しました。

令和５年度令和５年度
決算議会決算議会

補
正
予
算

大
船
渡
住
田
線
に
補
助
金

    

　
～
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
維
持
～

　
路
線
バ
ス
大
船
渡
住
田

線
は
、
利
用
者
の
減
少
や

震
災
特
例
に
よ
る
国
か
ら

の
補
助
金
が
７
年
度
で
終

了
見
込
み
と
な
る
こ
と
か

ら
、
路
線
維
持
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
。
７
年
度
事

業
の
赤
字
見
込
み
分
に
対

し
、
大
船
渡
市
と
共
同
で

予
算
措
置
を
す
る
こ
と
で
、

同
路
線
の
維
持
を
図
る
。

　
住
田
町
か
ら
の
補
助
金

額
は
４
２
３
万
円
。

路
線
存
続
の
た
め

の
事
業
者
へ
の
支

援
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

路
線
バ
ス
の
赤
字

を
補
填
す
る
た
め

の
国
か
ら
の
補
助
金
制
度

を
、
事
業
者
が
十
分
活
用

で
き
る
よ
う
手
助
け
す
る

た
め
に
、
地
域
公
共
交
通

利
便
増
進
計
画
の
策
定
に

着
手
。
現
在
策
定
中
の
、

地
域
公
共
交
通
計
画
と
同

時
進
行
で
進
め
て
い
く
。

大
船
渡
市
と
協
定

し
て
い
る
定
住
自

立
圏
の
中
で
も
取
り
組
ん

で
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

具
体
的
内
容
は
検

討
中
だ
が
、今
後
、

定
住
自
立
圏
の
枠
組
み
の

中
で
大
船
渡
住
田
線
を
取

り
上
げ
、
利
用
促
進
も
含

め
た
存
続
支
援
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

問答

問答

2　　すみた議会だよりすみた議会だより　187号　187号
　　令和６年10月25日令和６年10月25日



△ △  町のふるさと納税返礼品の紹介をしている
ポータルサイト

12
月
２
日
か
ら

　

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
移
行

　

健
康
保
険
の
被
保
険
者

証
（
健
康
保
険
証
）
は
、

令
和
６
年
12
月
２
日
に
廃

止
さ
れ
、
原
則
と
し
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

健
康
保
険
証
機
能
を
持
た

せ
た
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」

に
一
本
化
さ
れ
る
。
法
改

正
に
伴
い
、
国
民
健
康
保

険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
、
子
ど
も
、
妊
産

婦
及
び
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
給
付
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
な
ど
４

ま
ち
づ
く
り
応
援
寄

付
推
進
業
務
と
は
。

ふ
る
さ
と
納
税
に

関
す
る
推
進
業
務
。

具
体
的
に
は
、
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
の
管
理
、
返
礼
品

の
開
発
、
発
送
の
管
理
。

委
託
先
専
門
業
者
の
知
見

を
得
て
の
品
質
や
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
考
え
て
い
る
。

返
礼
品
の
品
揃
え

は
ど
う
か
。

現
在
、
町
の
返
礼
品

は
80
品
目
を
登
録

し
て
い
る
。
新
規
の
返
礼

品
は
少
な
い
状
況
で
あ
る
。

花
粉
の
少
な
い
森

林
へ
の
転
換
促
進

対
策
事
業
の
内
容
は
。

国
が
進
め
る
花
粉

症
発
生
源
対
策
で
、

町
内
の
林
業
事
業
体
が
施

設
や
機
械
設
備
の
整
備
を

す
る
場
合
に
、
補
助
経
費

の
上
限
を
１
０
０
０
万
円

と
し
、
１
／
２
の
補
助
金

を
交
付
す
る
。
森
林
環
境

譲
与
税
を
財
源
と
見
込
ん

で
い
る
。
花
粉
の
少
な
い

杉
苗
は
、従
来
苗
と
比
べ
、

花
粉
の
飛
散
量
は
半
分
程

度
、
価
格
は
約
３
割
高
で

あ
る
。

令和６年度 一般会計 補正予算

ふるさと納税の業務改善
～返礼品の開発を強化～

条
例
改
正

議
案
が
審
議
さ
れ
可
決
さ

れ
た
。補

足
説
明

　

健
康
保
険
証
は
最
長
で

１
年
間
使
用
可
能
。「
マ

イ
ナ
保
険
証
」
を
持
た
な

い
人
に
は
、
申
請
が
な
く

て
も
自
治
体
や
健
康
保
険

組
合
な
ど
か
ら
「
資
格
確

認
書
」
が
交
付
さ
れ
る
。

賛否の分かれた議案 ○：賛成　×：反対　－：議長
議長は議決に加わりません

議 　 　 案

金
野　
千
津

荻
原　
　
勝

佐
々
木
初
雄

佐
々
木
信
一

瀧
本　
正
德

村
上　
　
薫

阿
部　
祐
一

林
﨑　
幸
正

菊
池　
　
孝

高
橋　
　
靖

水
野　
正
勝

佐
々
木
春
一

採
決
結
果

議案第12号　教育委員会の教育
長の任命に関し同意を求めるこ
とについて

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 － 同
意

人事案件に同意
教育長

松
まつたか

高 正
まさとし

俊 氏
（64歳）

世田米字小口洞（再任）
任期は令和６年10月１日
から令和９年９月30日まで

教育委員
佐
さ

藤
とう

 真
ま ゆ み

由美 氏
（46歳）

世田米字上日向（新任）
任期は令和６年10月１日
から令和10年９月30日まで

ス
ギ
花
粉
対
策

　

問

問

問 答

答

答
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決算監査意見書
代表監査委員　紺野　仁

１．公共施設の整備と維持管理について
　公共施設は住民福祉の向上に欠かせな
い施設である。維持管理や年次更新を適
切に行う必要があり、基金の整備・運用
を検討していただきたい。
２．予算の適正執行と健全な財政運営に
ついて
　令和６年度以降、昭和橋掛け替え、庁
舎周辺公共施設の検討、上下水道、地域
情報通信基盤施設などの改修や新たな整
備に多額の費用が必要となる。起債償還
計画と合わせ、適切な財政計画に沿った
財政運営に努められたい。
３．職員の働き方改革について
　時間外勤務削減のみを目的とするので
はなく、職場ごとの業務量・内容・業務
の偏り、人員配置などを十分把握し、働
きやすい環境作りなど、労働環境の改善
に努めていただきたい。

　

決
算
審
査
は
、
資
料
に
基
づ
き
そ
の
行
政
効
果
や
経
済
効

果
を
測
定
し
、住
民
に
代
わ
っ
て
行
政
効
果
を
評
価
し
ま
す
。

審
査
の
結
果
は
後
年
度
の
予
算
編
成
や
行
政
執
行
に
生
か
さ

れ
ま
す
。

　

決
算
審
査
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、「
金
を
い
く
ら
使
っ

た
か
」
で
な
く
、「
住
民
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し

た
か
、そ
の
仕
事
の
成
果
と
効
果
が
あ
っ
た
か
を
確
か
め
る
」

こ
と
で
す
。

令
和
５
年
度
決
算

令
和
５
年
度
決
算

    
ど
う
使
わ
れ
た

ど
う
使
わ
れ
た

　　  
5151
億
円
億
円
（
一
般
会
計
）

（
一
般
会
計
）

高齢者生活福祉センター（アンルス）高齢者生活福祉センター（アンルス）
改修工事改修工事

１５３１万円１５３１万円

「バリアフリー化へ改修」「バリアフリー化へ改修」

決
算
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　
決
算
審
査
と
は

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
52
憶
９
９
２
１
万

円
、
歳
出
51
億
４
６
４
１
万
円
で
、
歳
出
は
前
年
度
比

４
１
３
３
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
関
係
費
や
、
仕
事
・
学
び
の
場

新
築
工
事
、
情
報
通
信
基
盤
施
設
基
金
積
立
金
の
減
額
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。

一般会計　　　令和６年３月末日　人口：4742人

 町債（借金）
49億9146万円

町民１人あたり 105万円

基金（貯金） 24基金計

66億4281万円
町民１人あたり 140万円

借 金 貯 金

一般会計　歳入　財源構成
自主財源 11億4838万円（21.7％）：町税・使用料及び手数料・財産収入等

依存財源 41億5083万円（78.3％）：地方交付税・国庫支出金・町債等

町債（借金）と基金（貯金）の状況

決
算
審
査
特
別
委
員
会
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「地元食材活用のおいしい給食」「地元食材活用のおいしい給食」

学校給食賄い材料学校給食賄い材料
２１１８万円２１１８万円

「適正管理による豊かな森づくり」「適正管理による豊かな森づくり」

町有林造成事業町有林造成事業
  ４７９５万円４７９５万円

令和５年度 各会計決算
会計区分 収入 支出 差引額

一般会計 52億9921万円 51億4641万円 １億5280万円

特
別
会
計

国民健康保険 ７億4222万円 ６億6340万円 7882万円

介護保険（保険事業） ９億9794万円 ９億4127万円 5667万円

介護保険（介護保険サービス事業） 328万円 214万円 114万円

後期高齢者医療 7923万円 7870万円 53万円

合　　　計 71億2188万円 68億3192万円 ２億8996万円

簡易水道事業会計
収益的収支 １億6430万円 １億3433万円 2997万円

資本的収支 3847万円 8699万円 △4852万円

下水道事業会計
収益的収支 １億3313万円 １億2556万円 757万円

資本的収支 3489万円 3867万円 △378万円

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
や
事
業
会
計
、
ま
た
は
特
別

会
計
間
で
一
方
の
会
計
の
収
支
不
足
を
補
填
す
る
た
め

に
他
方
の
会
計
か
ら
充
用
さ
れ
る
お
金
の
こ
と
。

　

総
務
省
の
繰
出
基
準
に
基
づ
き
、
財
政
措
置
が
認
め

ら
れ
て
い
る
「
基
準
内
繰
出
金
」
と
、
繰
出
基
準
に
基

づ
か
ず
、
財
源
措
置
の
対
象
と
な
ら
な
い
「
基
準
外
繰

出
金
」
が
あ
る
。

こ
こ
に
注
目 

☜

 

　
　「
繰
出
金
と
は
」

一般会計からの繰出金の状況

会計区分 令和５年度 前年比増減

国 民 健 康 保 険 5419万円 52万円

介 護 保 険 １億3386万円 △342万円

後 期 高 齢 者 医 療 2940万円 115万円

簡 易 水 道 事 業 3847万円 328万円

下 水 道 事 業 3445万円 565万円

計 ２億9037万円 718万円

決
算
審
査
特
別
委
員
会
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△　 外壁塗装が施された6分団１部の
屯所

決
算
審
査
特
別
委
員
会

賛否が分かれた認定・議案 ○：賛成　×：反対　－：議長

認 定 ・ 議 案

金
野　
千
津

荻
原　
　
勝

佐
々
木
初
雄

佐
々
木
信
一

瀧
本　
正
德

村
上　
　
薫

阿
部　
祐
一

林
﨑　
幸
正

菊
池　
　
孝

高
橋　
　
靖

水
野　
正
勝

佐
々
木
春
一

採
決
結
果

決算審査特別委員会 委員長（佐々木信一）議長（佐々木春一）は採決に加わりません。

認定第１号
令和５年度住田町一般会計歳
入歳出決算の認定について

〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 － 認
定

本会議 議長（佐々木春一）は採決に加わりません。

議案第１号
令和５年度住田町一般会計歳
入歳出決算の認定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 － 可
決

184万8000円
Q　施工した屯所の建築年数と塗装に至った経
緯はどうか。
A　中沢（１分団３部）、八日町（６分団１部）
の屯所は、平成27年に新築し、７年が経過。木
造であること
から、定期的
な塗装を要す
る。壁が黒ず
んできたこと
なども考慮し、
実施した。

消防屯所外壁塗装

賛
成
討
論

住民に寄り添った事業
阿部祐一  委員

　新型コロナウイルス感染症が５類に移
行した中で、「医・食・住」の重点施策
に取り組まれた。関係機関と連携した感
染症対策や物価高騰対策に係るプレミア

ム商品券の発行、滝観洞観光センター受付棟の建
設、イコウェルすみたの開設による関係人口の拡
大、農林業における担い手対策や航空レーザ測量
など、住民に寄り添った事業が実施されたことを
評価する。

　　共に成長している実感
村上　薫  委員

総　括　質　疑

問 　国が進める地方創生に対し、中山間地の
地方自治体の長として、何を期待し評価して
いるか。

答  町長
　地方創生で重要なことは、持続可能なまち
づくりと地域の活性化と捉える。対策として、
国策による財政支援のあり方を含めた制度改
正が不可欠であると考える。

問 　先輩職員と新規採用職員のペアによる人
材育成制度であるメンター制度の成果と課題
はどうか。

答  総務課長
　参加職員のアンケートによる共通点は、「共
に成長している実感」があげられる。課題は、
ペアにより活動差が生じていることである。

問 　昭和橋架け替えに伴う安全対策と町道改
良の取り組み状況はどうか。

答  建設課長
　新橋と町道火石川向線との接合部分が既設
よりも上昇する。高齢者などへの安全確保の
観点から、県と協議し、現況より10ｍほど取
り付け距離を延長し、傾斜角を緩やかになる
ように変更している。
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△  ペンダント式の通報装置
も併せて貸与

△　 今後の展開が課題となっている遊林
ランド

△  本年９月にも移住関
連イベントに参加

決
算
審
査
特
別
委
員
会

住民目線で住民目線でチェックチェック
― 決算は適正か　事業効果はどうか ―

　決算審査特別委員会は、9月17日から19日までの３日間にわたって
開かれ、令和５年度の一般会計、３特別会計、2公営企業会計の決算
について審議。すべて原案のとおり、賛成多数で認定しました。
　ここでは、委員が取り上げた質疑と、総括質疑、討論をお知らせし
ます。

106万4734円
Q　緊急通報装置の設置実績と対象者はどうか。 
A　１人暮らしの高齢者や高齢者のみ世帯に対
し、19台を設置した。
希望者を受付、包括支
援センターで調査し、
可否を判断した上での
実施となる。不安のあ
る高齢者が、安心して
生活ができるよう継続
して取り組む。

255万7252円
Q　種山ヶ原体験交流センターの利用実績と今
後の展望はどうか。
A　町内外の保育園行事や散策会による休憩や
雨天時の利活
用となる。さ
らなる有効活
用のため、各
課横断で検討
協議を継続し
ていきたい。

429万6820円
Q　移住支援事業において、どのような取り組
みや実施実績があったのか。
A　移住コーディネーター
を選定し、移住に関する調
査研究を実施。県が主催す
る移住フェアへのブース出
展を１回行った。移住イベ
ントに関わりのあった方な
どを対象とした移住体験ツ
アーを企画した。

10万3000円
Q　当初予算では、84万4000円で計上してい
たが、支出額は、10万3000円となった。支給
が低調となった要因をどう捉え、今後取り組んで
いく考えか。
A　５年度に創設した事業となる。多くの申請
を見込んだが、浸透不足が一因と捉える。２団体
において、対象面積7.2ha、25.9ｔの利用実績が
あった。堆肥１ｔ当たり4000円の補助額となる
事業。今後も継続して取り組み、ＰＲなど利用拡
大を図っていきたい。

緊急通報体制整備事業

遊林ランド管理委託

移住支援事業

畜産堆肥利用促進補助金

決算審査特別委員会
委員長
　佐々木　信　一

副委員長
　高　橋　　　靖
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町
の
考
え
を
問
う

町
の
考
え
を
問
う

登壇！登壇！

一般質問一般質問

９月議会

樹木管理、環境問題樹木管理、環境問題
総合計画などで論戦総合計画などで論戦

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
っ
て
、
執
行

機
関
に
対
し
、
施
策
の
状
況
や
将
来
の
方
針
な
ど
、
所
信
や
疑
問
点

を
た
だ
す
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
議
員
活
動
の
場
で
す
。
１
回
目
の

質
問
事
項
は
、
事
前
に
執
行
機
関
へ
通
告
さ
れ
て
お
り
、
全
項
目
を

一
括
し
て
質
問
。
２
回
目
以
降
の
再
質
問
は
、
１
問
１
答
方
式
で
行
っ

て
い
ま
す
。
持
ち
時
間
は
、
答
弁
を
含
め
て
一
人
あ
た
り
60
分
で
す
。

　
こ
こ
か
ら
は
、
主
な
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
た
内
容
を
登
壇
順
に

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　全文記録（議事録）は、役場庁舎２階の総務課と町のホー
ムページ上で閲覧できます。

（ＱＲコードで議会ホームページへ直接進むことができます）

ページ 質  問  者
（登壇順） 質問項目

９ 荻原　　勝 ①町民の移動手段確保
②観光振興

10 瀧本　正徳 ①私有林、樹木などの適切管理
②教育の充実

11 村上　　薫 ①次期総合計画
②ＩＣＴ整備運用基金創設とＩＣＴ監査

12 金野　千津 ①介護予防事業など健康事業
②環境問題への取り組み

13 阿部　祐一 ①庁舎周辺整備事業
②鳥獣害対策

▼ＱＲコード
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荻
おぎわら

原　　勝
まさる

議員

議員のつぶやき

地方版
ライドシェアの

活用を研究すべき。

△　 自然環境が豊かで、川のせせらぎが心地よ
い道でもある中井～津付区間の町道

町
の
考
え
を
問
う

　
　
町
内
に
「
公
共
交
通

空
白
地
域
」
が
あ
る
こ
と

な
ど
住
民
移
動
の
課
題
に

ど
う
取
り
組
ん
で
行
く
か
。

　
　
町
長

　

人
口
減
少
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
に
伴
い
、

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
を
は
じ

め
と
し
た
本
町
の
地
域
公

共
交
通
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
需
要
・
供
給
の
両
面

に
お
い
て
、
現
状
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
。
本
年
度
、

問答

交
通
事
業
者
や
住
民
な
ど

地
域
の
関
係
者
と
協
議
し

な
が
ら
、
地
域
公
共
交
通

計
画
を
策
定
す
る
。

　
　

現
行
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
交

通
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
町
長

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、

決
め
ら
れ
た
場
所
に
決
め

ら
れ
た
時
間
に
来
る
こ
と

で
、
一
定
の
利
用
が
あ
る

も
の
と
捉
え
て
い
る
。
見

問答

　
　
住
田
町
は
体
験
型
の

観
光
を
進
め
る
べ
き
。

　
　
町
長

　

体
験
型
観
光
は
、
地
域

固
有
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

（
活
動
体
験
）
や
文
化
体

験
を
含
め
た
旅
行
形
態
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

本
町
は
、
種
山
ヶ
原
、
滝

観
洞
、
気
仙
川
な
ど
美
し

い
自
然
を
有
し
、山
や
川
、

森
林
浴
な
ど
を
満
喫
で
き

る
体
験
型
観
光
に
ふ
さ
わ

し
い
地
域
資
源
に
恵
ま
れ

た
町
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を

活
用
し
た
観
光
に
、
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問答

直
し
が
必
要
な
時
期
に
来

て
い
る
。
地
域
公
共
交
通

計
画
の
中
で
、
効
率
的
で

効
果
的
な
仕
組
み
づ
く
り

を
考
え
て
い
き
た
い
。

　

デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
運

行
方
法
や
料
金
体
系
な
ど

さ
ま
ざ
ま
あ
る
。
特
に
Ａ
Ｉ

デ
マ
ン
ド
の
場
合
は
、
予

約
や
運
行
経
路
が
合
理
的

に
な
る
が
、ソ
フ
ト
や
ハ
ー

ド
の
整
備
に
経
費
が
か
か

る
。
補
助
金
の
活
用
を
考

え
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　
　
国
道
３
９
７
号
か
ら

町
道
移
管
さ
れ
た
「
中
井

～
津
付
区
間
」
の
観
光
活

用
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
町
長　

　

中
井
～
津
付
区
間
の
町

道
は
、交
通
量
が
減
少
し
、

シ
カ
な
ど
野
生
動
物
の
出

没
も
増
え
て
い
る
た
め
、

観
光
活
用
は
考
え
て
い
な

い
。
国
道
３
９
７
号
沿
い

に
は
、
種
山
ヶ
原
森
林
公

園
、
栗
木
鉄
山
跡
、
名
勝

環
川
な
ど
風
景
や
歴
史
文

化
を
感
じ
な
が
ら
散
策
で

き
る
場
所
が
あ
る
。
ト
レ

イ
ル
コ
ー
ス
と
し
て
十
分

魅
力
あ
る
資
源
と
捉
え
る
。

問答

問
公
共
交
通
空
白
を
な
く
せ

答
地
域
公
共
交
通
計
画
で

問 体験型観光の推進を
答 関係機関・団体と連携
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議員のつぶやき

安全・安心な
生活環境が原点。
事が起こる前の
対処こそが大切。

瀧
たきもと

本　正
まさのり

徳議員

△　 道路への倒木が心配される枯れた松の木

町
の
考
え
を
問
う

　
　
道
路
沿
い
に
植
生
し

て
い
る
枯
れ
木
は
倒
木
事

故
が
懸
念
さ
れ
る
。
安
心

安
全
な
環
境
保
持
の
た
め

適
正
な
管
理
を
す
べ
き
で

あ
り
、
未
然
に
倒
木
事
故

を
起
こ
さ
ぬ
た
め
に
、
固

定
資
産
税
の
通
知
な
ど
に

合
わ
せ
、
所
有
者
へ
適
切

な
管
理
義
務
を
伝
え
る
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
町
長

　

倒
木
が
懸
念
さ
れ
る
樹

木
を
含
め
管
理
は
所
有
者

に
あ
る
。
税
通
知
に
合
わ

せ
た
お
知
ら
せ
は
で
き
な

い
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

適
正
管
理
の
周
知
は
広
報

紙
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
実
施
す
る
。

現
実
を
見
、
危
険
防
止
の
手

段
方
法
の
協
議
を
進
め
る
。

問答

　
　
町
管
理
の
道
路
な
ど

に
、
隣
地
か
ら
張
り
出
し

て
い
る
樹
木
の
枝
は
、
安

全
や
景
観
上
も
問
題
で
あ

る
。
民
法
改
正
も
あ
っ
た

が
、
今
後
の
道
路
維
持
は

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
。

　
　
町
長 

　

道
路
法
及
び
道
路
構
造

令
に
よ
り
、
車
道
上
空
４
・
５

ｍ
、
歩
道
上
空
２
・
５
ｍ

を
道
路
安
全
の
空
間
、
建

築
限
界
と
定
め
、
伐
採
な

ど
の
定
期
的
な
管
理
を
所

有
者
に
依
頼
し
て
い
る
。

民
法
改
正
に
よ
り
、
所
有

者
不
明
や
急
迫
時
は
所
有

自
治
体
の
枝
切
り
が
可

能
。
今
後
も
定
期
的
な
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
道
路

の
交
通
安
全
を
図
る
。

問答

　
　
２
期
目
の
節
目
を
迎

え
た
町
長
公
約
達
成
状
況

と
今
後
の
展
望
は
。

　
　
町
長

　
「
医
・
食
・
住
」
の
生

活
の
基
本
を
底
上
げ
し
な

が
ら
、
支
え
合
う
共
生
の

ま
ち
の
実
現
に
向
け
、
各

種
施
策
を
進
め
て
き
た
。

今
期
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

問答

ル
ス
感
染
症
が
大
き
な
課

題
と
な
り
対
応
策
に
取
り

組
む
。
一
定
の
成
果
を
挙

げ
て
き
た
が
、
人
口
減
少

に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、

大
き
な
課
題
と
認
識
し
て

い
る
。
今
後
も
現
在
の
職

責
を
果
た
す
。
次
期
総
合

計
画
策
定
の
中
で
施
策
の

方
向
性
を
示
す
。

地
域
創
造
学

　
　
小
・
中
・
高
校
が
取

り
組
ん
だ
、「
地
域
創
造

学
」
学
校
公
開
研
究
会
が

こ
の
秋
に
開
催
さ
れ
る
。

取
り
組
み
を
地
域
に
発
信

し
、
成
果
を
町
づ
く
り
活

動
に
生
か
す
機
会
と
す
べ

き
。

　
　
教
育
長

　

地
域
創
造
学
で
は
、
住

田
町
や
近
隣
市
を
フ
ィ
ー

ル
ド
に
、
様
々
な
課
題
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
地
域

の
方
々
の
協
力
を
得
て
学

習
活
動
を
展
開
し
た
。
課

題
を
自
分
事
と
し
て
受

け
、
解
決
に
向
け
て
主
体

的
に
取
り
組
ん
だ
成
果
を

発
表
す
る
。
来
年
度
以
降

も
学
習
を
継
承
し
、
町
の

活
性
化
に
生
か
し
た
い
。

問答

問 道路への倒木事故を防げ
答 所有者の適正管理で

問
町
長
公
約
達
成
状
況
は

答
医
・
食
・
住
に
成
果
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議員のつぶやき

村
むらかみ

上　　薫
かおる

議員

デザインやブランド力が
高い自治体ほど、

「ふるさと納税」で多額
の寄付を得ている。

△　 若い世代が移住を考える重要な要素に 
図書館の充実が挙げられている。町の元気
アップと魅力アップにつながる

町
の
考
え
を
問
う

　
　
次
期
総
合
計
画
で
神

田
町
政
が
目
指
す
グ
ラ
ン

ド
ビ
ジ
ョ
ン
は
い
か
な
る

も
の
か
。
ど
の
よ
う
に
反

映
さ
れ
る
の
か
。

　
　
町
長

　
「
医
・
食
・
住
」、
生
活

の
基
本
を
し
っ
か
り
と
作

り
上
げ
「
支
え
合
う
共
生

の
町
」を
目
指
す
こ
と
が
、

グ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン
と
考

え
て
い
る
。

　

住
民
懇
談
会
や
総
合
計

画
推
進
委
員
会
な
ど
で
意

見
を
伺
っ
て
い
く
。

問答

　
　
昨
年
５
月
五
葉
地
区

で
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
場
建
設
計
画

の
説
明
会
が
あ
っ
た
。
森

林
・
林
業
日
本
一
を
目
指

す
町
づ
く
り
を
ど
の
よ
う

に
進
め
る
考
え
か
。

　
　
町
長

　

現
在
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
場
建

設
に
必
要
な
各
種
手
続
き

の
相
談
を
受
け
て
お
り
、

各
担
当
課
で
対
応
し
、
支

援
を
し
て
い
く
。

　
　
西
和
賀
町
の
「
ユ
キ

ノ
チ
カ
ラ
」
や
海
士
町
の

問答問

　
　
人
づ
く
り
は
町
づ
く

り
に
つ
な
が
る
。
町
づ
く

り
の
中
核
に
中
央
図
書
館

整
備
を
据
え
、「
町
ま
る

ご
と
図
書
館
構
想
」
の
実

現
を
図
っ
て
み
て
は
い
か

が
か
。

　
　
教
育
長

　

島
根
県
海
士
町
で
の

「
海
士
町
島
ま
る
ご
と
図

書
館
構
想
」
を
参
考
に
、

教
育
委
員
会
で
も
構
想
を

練
る
べ
き
と
の
提
案
と
承

知
す
る
。
同
構
想
は
、
町

づ
く
り
の
情
報
拠
点
や

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
や
カ
フ
ェ
も

整
備
さ
れ
魅
力
的
と
考
え

て
い
る
。

問答

「
な
い
も
の
は
な
い
」
の

よ
う
に
、
町
の
魅
力
発
信

に
は
デ
ザ
イ
ン
と
ブ
ラ
ン

ド
力
は
欠
か
せ
な
い
。
ど

の
よ
う
に
高
め
て
い
く
考

え
か
。

　
　
町
長

　

町
内
産
品
を
町
外
に
売

り
込
む
た
め
に
は
、
デ
ザ

イ
ン
や
ブ
ラ
ン
ド
力
は
大

き
な
力
に
な
る
と
捉
え
て

い
る
。
感
性
を
高
め
、
斬

新
な
ア
イ
デ
ア
の
ヒ
ン
ト

に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て

い
く
。

答

問
ど
う
高
め
る　
町
の
魅
力

答
ブ
ラ
ン
ド
力
は
大
き
な
力

問 町づくりの中核に図書館を
答 海

あ

士
ま

町の構想は魅力的

　
　
中
央
公
民
館
図
書
室

は
、
第
10
次
教
育
振
興
基

本
計
画
の
中
で
整
備
を
す

る
と
し
て
い
る
。
現
状
、

図
書
室
の
狭
隘
さ
や
閉
鎖

的
状
況
を
改
善
す
る
た
め

早
期
に
計
画
を
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
教
育
長

　

図
書
館
の
建
設
は
、
役

場
周
辺
整
備
と
の
調
整
を

図
り
つ
つ
慎
重
に
協
議
を

し
て
い
く
。

※
そ
の
他
の
質
問

・ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
運
用
基
金

創
設
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
監
査

問答

※ 

海
士
町
島
ま
る
ご
と

図
書
館
構
想

　

学
校
や
地
区
公
民
館

を
中
央
図
書
館
の
図
書

分
館
に
位
置
付
け
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
島

全
体
を
一
つ
の
図
書
館

と
み
な
す
構
想
。
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議員のつぶやき

低栄養を防ぐことは
介護予防の第一歩。

高齢者も若者も
身体の状態を知って
健康意識を持とう。

金
き ん の

野　千
ち づ

津議員

町
の
考
え
を
問
う

　
　

介
護
予
防
事
業
の
成

果
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
町
長

　

ミ
ニ
デ
イ
、
リ
ハ
ビ
リ

サ
ロ
ン
、｢

目
指
せ
１
０
０

歳
健
幸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

推
進
な
ど
の
介
護
予
防
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

元
気
高
齢
者
が
95
％
で
推

移
し
て
お
り
一
定
の
成
果

を
あ
げ
て
い
る
。

　
　
低
栄
養
の
高
齢
者
へ

の
取
り
組
み
と
課
題
は
。

　
　
町
長

　

低
栄
養
は
フ
レ
イ
ル

（
虚
弱
状
態
）
を
引
き
起

こ
し
、
日
常
生
活
に
支
障

を
き
た
す
要
因
と
な
り
得

る
。
機
会
を
捉
え
て
低
栄

養
・
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す

る
食
事
の
普
及
、
た
ん
ぱ

問答問答

く
質
の
摂
取
指
導
、
低
栄

養
の
方
の
個
別
指
導
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
。

　

指
導
を
行
っ
て
も
行
動

変
容
に
至
ら
な
い
こ
と
が

課
題
で
あ
る
が
、
体
組
成

計
を
活
用
す
る
な
ど
、
意

識
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
社
会
体
育
館
へ
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
設
置

で
運
動
の
機
会
と
場
所
を

増
や
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
町
長

ス
ポ
ー
ツ
や
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
す
る
方
は
志
向
も
方

法
も
多
様
化
し
て
い
る
。

社
会
体
育
館
へ
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
設
置
は
今

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い

が
、
年
齢
に
関
係
な
く
運

動
習
慣
は
重
要
と
捉
え
、

推
進
し
て
い
き
た
い
。

問答

　
　
令
和
７
年
度
か
ら
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
分
別
に
向

け
て
の
取
り
組
み
は
。

　
　
町
長

　

関
係
機
関
と
協
議
を
進

め
て
い
る
。
具
体
的
内
容

が
決
定
後
、
住
民
へ
の
情

報
周
知
、
分
別
収
集
へ
の

意
識
啓
発
を
計
画
す
る
。

　
　
家
庭
の
生
ゴ
ミ
を
減

ら
す
取
り
組
み
と
そ
の
成

果
は
ど
う
か
。

　
　
町
長

　

町
公
衆
衛
生
組
合
連
合

会
が
実
施
主
体
と
な
り
、

電
動
生
ゴ
ミ
処
理
機
の
購

入
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

コ
ン
ポ
ス
ト
は
、
臭
い
で

野
生
動
物
を
誘
引
す
る
可

能
性
も
あ
り
、
令
和
３
年

度
か
ら
急
激
に
申
請
者
が

減
少
。
現
在
、
補
助
金
の

問答問答

交
付
は
行
っ
て
い
な
い
。

　
　
循
環
型
社
会
の
構
築

は
重
要
課
題
で
あ
る
。
環

境
基
本
計
画
に
あ
る
３
Ｒ

運
動
を
住
民
に
ど
の
よ
う

に
推
進
す
る
の
か
。

　
　
町
長

　

ゴ
ミ
の
発
生
や
資
源
の

消
費
削
減
「
リ
デ
ュ
ー

ス
」、
ゴ
ミ
に
せ
ず
繰
り

返
し
使
う｢

リ
ユ
ー
ス｣

、

ゴ
ミ
に
せ
ず
再
資
源
化
す

る｢

リ
サ
イ
ク
ル｣

、
こ

の
３
つ
の
考
え
方
に
意
識

転
換
で
き
る
よ
う
広
報
活

動
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
町
民
へ
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
環
境
基
本
計
画

を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問答

△　 住田で初の地域食堂 ｢みんなの食堂｣。児童生徒の
食育、高齢者の食事支援の場にも

問 低栄養高齢者の対応は
答 体組成計活用で意識向上

問
ど
う
推
進 

３
Ｒ
運
動

答
住
民
意
識
を
啓
発
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議員のつぶやき

阿
あ べ

部　祐
ゆういち

一議員

大型公共物の建設計画
は、次期総合計画の中

に明示すべきだ。

町
の
考
え
を
問
う

　
　
図
書
室
が
設
置
さ
れ

て
い
る
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
は
、
昭
和
46
年
に
建

設
。
54
年
が
経
過
し
て
い

る
。
今
後
の
改
築
で
は
図

書
館
の
機
能
が
求
め
ら
れ

る
。
次
期
総
合
計
画
で
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

　
　
町
長

　

庁
舎
周
辺
整
備
は
、
令

和
３
年
度
ま
で
地
域
デ
ザ

イ
ン
会
議
で
検
討
、
課
長

等
会
議
で
の
情
報
共
有
及

び
内
部
検
討
を
し
、
議
会

全
員
協
議
会
に
説
明
を
し

問答

　
　
町
内
の
鳥
獣
被
害
は

年
々
増
す
ば
か
り
で
あ

る
。
被
害
を
防
ぐ
に
は
ハ

ン
タ
ー
に
よ
る
捕
獲
が
一

番
効
果
が
高
い
と
考
え

る
。
養
成
に
本
格
的
に
取

り
組
む
べ
き
。

　
　
町
長　

　

平
成
25
年
か
ら
猟
友
会

の
協
力
で
、
住
田
町
鳥
獣

被
害
対
策
実
施
隊
を
中
心

に
取
り
組
み
を
推
進
し
て

き
た
。
毎
年
ニ
ホ
ン
ジ
カ

を
中
心
に
約
１
０
０
０
頭

の
捕
獲
実
績
を
上
げ
て
き

た
。
隊
員
数
は
発
足
当
時

37
名
だ
っ
た
。
令
和
６
年

問答

て
き
た
。
令
和
４
年
度
以

降
、
関
係
機
関
と
の
調
整

に
時
間
を
有
し
、
現
時
点

に
お
い
て
整
備
計
画
の
策

定
に
至
っ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

　
　
農
林
会
館
は
、
昭
和

56
年
に
建
設
さ
れ
43
年
が

経
過
。
こ
れ
ま
で
施
設
や

設
備
の
改
修
を
し
て
い
る

が
、
ト
イ
レ
の
改
修
は
進

ん
で
い
な
い
。
改
築
及
び

改
修
に
向
け
今
後
の
方
策

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

問

　
　
町
長

　

農
林
会
館
は
、
当
面
の

間
、
施
設
の
利
用
に
支
障

を
き
た
す
よ
う
な
不
具
合

が
生
じ
た
際
は
そ
の
都
度

対
応
し
て
い
く
。

　

今
後
の
改
築
は
生
活
改

善
セ
ン
タ
ー
を
含
め
て
、

中
・
長
期
的
な
財
政
見
通

し
に
基
づ
き
適
切
な
整
備

時
期
を
判
断
す
る
。
人
口

減
少
に
よ
る
利
用
率
の
減

少
な
ど
の
課
題
を
解
決
し

な
が
ら
庁
舎
周
辺
整
備
計

画
案
の
策
定
に
取
り
組
む
。

答

に
は
43
名
体
制
に
な
っ

た
。
隊
員
養
成
の
取
り
組

み
は
、
狩
猟
免
許
の
取

得
、
猟
銃
や
ワ
ナ
な
ど
の

購
入
に
関
わ
る
経
費
を
補

助
し
、
新
た
な
隊
員
の
確

保
に
努
め
て
き
た
。
継
続

し
て
捕
獲
活
動
に
従
事
で

き
る
よ
う
隊
員
報
酬
や
捕

獲
活
動
に
要
す
る
経
費
を

助
成
す
る
な
ど
支
援
策
も

講
じ
て
い
る
。

※
そ
の
他
の
質
問

･

複
合
柵
設
置
に
補
助　

・ 

放
棄
果
樹
伐
採
に
よ
る

被
害
防
止

△　 住田町鳥獣被害対策協議会によるニホンジカ・
サルの被害調査の状況

問
庁
舎
周
辺
整
備
を
急
げ

答
財
政
見
通
し
に
よ
り
判
断

問 ハンターの本格養成を
答 免許取得や活動に補助
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議会
レポート
活動報告

６～９月

地域事情に対応地域事情に対応

期
日令

和
６
年
７
月
12
日

研
修
内
容

１
、�

ふ
る
さ
と
タ
ク
シ
ー

助
成
事
業

２
、�

支
え
合
い
交
通

　
　
（
無
償
送
迎
）

３
、
デ
マ
ン
ド
交
通

　
　

�（
予
約
型
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
）

４
、�

路
線
バ
ス
陸
前
高
田

住
田
線
の
運
行

支
え
合
い
交
通

ら
い
じ
ん
号
（
横
田
）

⃝
�

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
高
齢
者
の
無
償
送

迎
。
行
先
は
、
県
立
高

田
病
院
や
市
役
所
、
金

融
機
関
、
商
業
施
設
。

週
１
回
の
運
行
。
利
用

登
録
者
41
名
、
運
転
手

13
名
。

⃝
�

支
え
合
い
交
通
に
は
、

高
齢
者
等
へ
の
見
守
り

や
安
否
確
認
の
目
的
が

あ
る
。
運
転
手
に
は
、

白
ナ
ン
バ
ー
で
運
行
で

き
る
よ
う
研
修
を
実
施

し
て
い
る
。

タ
ク
シ
ー
券
事
業

財
源
は
ふ
る
さ
と
納
税

⃝
�

市
内
全
域
の
運
転
免
許

を
持
た
な
い
75
歳
以
上

の
高
齢
者
な
ど
に
タ
ク

シ
ー
券
を
交
付
す
る
事

業
。
交
付
枚
数
は
、
市

中
心
地
か
ら
の
距
離
に

応
じ
て
定
め
ら
れ
て
い

る
。

⃝
�

財
源
は
ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
附
金
を
あ
て
て
い

る
。

委
員
長
の
所
感

　

支
え
合
い
交
通
で
は
、

地
元
の
議
員
や
住
民
が
中

心
と
な
り
進
め
て
い
る
。

「
自
分
の
地
域
の
こ
と
は

自
分
た
ち
で
。」
と
い
う
意

識
が
強
く
、
様
々
な
課
題

を
克
服
し
て
お
り
、
地
域

の
力
の
重
要
性
を
感
じ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
総
務
教
民
常
任
委
員
会
の
所
管
事
務

調
査
に
係
る
行
政
視
察
や
気
仙
地
区
議
会
議
員
協
議

会
で
実
施
し
た
研
修
会
、
新
設
さ
れ
た
議
会
タ
ブ

レ
ッ
ト
導
入
推
進
委
員
会
の
取
り
組
み
、
Ｊ
Ｒ
釜
石

線
沿
線
市
町
議
員
連
盟
の
設
立
総
会
な
ど
、
活
動
内

容
を
要
約
し
、
ご
報
告
し
ま
す
。

議
会
レ
ポ
ー
ト

総務教民常任委員会 委員長
　荻原　勝

調査事項

　高齢者等の移動手段確保

実施した活動

　気仙２市の公共交通に関する行政視察

行
政
視
察
①

陸
前
高
田
市

△　 らいじん号としての指定乗降場所はあるが、
実際には利用者の自宅前まで車を横付けして
いる。利用者に応じて、昇降台も準備

△　 ふるさとタクシー助成券
　 （写真提供：東海新報社）
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期
日令

和
６
年
７
月
12
日

研
修
内
容

１
、�

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

配
布
事
業

２
、
デ
マ
ン
ド
交
通

　
　

・
日
頃
市
地
区

　
　

・
越
喜
来
地
区

　
　

・
末
崎
地
区

３
、�

岩
手
県
交
通
路
線
バ

ス
大
船
渡
住
田
線
の

存
続

デ
マ
ン
ド
交
通

（
日
頃
市
）

移
動
手
段
と
し
て
定
着

⃝
�

デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
利

用
し
た
い
人
が
い
る
時

だ
け
、
利
用
場
所
へ
運

行
す
る
シ
ス
テ
ム
。

　

�　

タ
ク
シ
ー
と
異
な

り
、
運
行
時
間
と
乗
降

場
所
を
固
定
。
事
前
予

約
を
し
、
乗
り
た
い
時

間
と
行
き
た
い
場
所
を

伝
え
る
。
同
じ
時
間
に

同
じ
方
向
に
利
用
し
た

い
住
民
が
複
数
い
た
場

合
、同
乗
利
用
も
可
能
。

タ
ク
シ
ー
券
事
業

交
通
空
白
地
域
へ
配
布

⃝
�

タ
ク
シ
ー
券
配
布
事
業

は
、
公
共
交
通
の
空
白

地
域
か
ら
の
移
動
手
段

確
保
対
策
と
し
て
実
施
。

⃝
�

対
象
は
、福
祉
タ
ク
シ
ー

の
助
成
を
受
け
て
い
な

い
こ
と
。
自
宅
が
、
最

寄
バ
ス
停
や
駅
か
ら

３
０
０
ｍ
以
上
離
れ
、

運
転
免
許
証
を
持
た
な

い
75
歳
以
上
の
高
齢
者

と
な
る
。
大
船
渡
、
盛
、

猪
川
地
区
な
ど
の
在
住

者
に
限
ら
れ
る
。

委
員
長
の
所
感

　

デ
マ
ン
ド
交
通
や
タ
ク

シ
ー
券
な
ど
、
様
々
な
交

通
手
段
が
あ
る
中
、
住
田

町
の
地
域
性
や
状
況
を
捉

え
、
今
あ
る
公
共
交
通
の

利
用
促
進
を
考
え
な
が
ら

住
田
町
に
あ
っ
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
住
民
の
方
と

共
に
考
え
て
い
き
た
い
。

　

大
船
渡
市
議
会
、
陸
前

高
田
市
議
会
、
住
田
町
議

会
で
構
成
さ
れ
て
い
る
気

仙
地
区
議
会
議
員
協
議
会

に
よ
る
総
会
と
研
修
会
、

交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

総
会
で
は
、
令
和
５
年

度
事
業
決
算
を
承
認
し
、

６
年
度
の
事
業
計
画
と
対

県
要
望
事
項
を
決
定
。
研

修
で
は
、
防
災
対
策
を
受

講
。
気
仙
の
発
展
を
目
指

し
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

研
修

講
師　
陸
前
高
田
市

　
　
　
防
災
局
防
災
課
長

　
　
　
中
村　
吉
雄　
氏

　

能
登
半
島
地
震
の
被
害

や
復
興
状
況
、課
題
な
ど
、

現
地
の
様
子
も
交
え
た
講

義
を
受
け
ま
し
た
。

⃝
�

日
頃
市
地
区
の
デ
マ
ン

ド
交
通
は
、
平
成
27
年

度
に
運
行
を
開
始
。
実

証
試
験
を
重
ね
現
在
に

至
る
。
令
和
５
年
度

の
利
用
者
数
は
、
約

１
０
０
０
人
と
な
る
。

⃝
�

運
行
は
、同
地
区
か
ら
立

根
町
の
ス
ー
パ
ー
を
結
ぶ

区
間
（
片
道
１
０
０
０

円
）
と
同
地
区
か
ら
大

船
渡
駅
周
辺
を
結
ぶ
区

間（
片
道
１
５
０
０
円
）

の
２
区
間
。

⃝
�

日
頃
市
地
区
か
ら
の
出

発
便
は
、
７
時
か
ら
13

時
の
間
で
４
便
。
大
船

渡
・
立
根
地
区
か
ら
の

出
発
便
は
、
12
時
と
15

時
の
２
便
と
な
る
。

⃝
�

乗
り
合
い
率
向
上
の
た

め
、
今
年
度
よ
り
、
乗

合
割
引
や
高
校
生
の
通

学
割
を
導
入
。
利
用
者

の
負
担
軽
減
や
運
行
経

費
縮
減
を
図
っ
て
い
る
。

議
会
レ
ポ
ー
ト

行
政
視
察
②

大
船
渡
市

△　 さらなる乗り合い率の向上や高校生による
通学利用に期待が寄せられている日頃市地
区のデマンド交通

　　（写真提供：東海新報社）

気
仙
の
振
興
発
展
を

気
仙
地
区
議
会

議
員
協
議
会

総
会
・
研
修
会

交
流
会

令
和
６
年
８
月
８
日

会
場
地　
陸
前
高
田
市

能
登
半
島
地
震
か

ら
見
た
、
今
後
の

防
災
対
策
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議
会
レ
ポ
ー
ト

社会環境の変化に対応
デジタル化でより良い議会へ

新
設議

会
タ
ブ
レ
ッ
ト

導
入
推
進
委
員
会

委
員
長

水
野　
正
勝

副
委
員
長金

野　
千
津

委　
員

村
上　
　
薫

瀧
本　
正
德

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

佐
々
木
春
一

　
こ
の
ほ
ど
当
議
会
で
は
、

人
口
減
少
や
働
き
方
改

革
、
有
事
に
お
け
る
業
務

継
続
、業
務
の
負
担
軽
減・

効
率
化
、
開
か
れ
た
議
会

づ
く
り
や
活
性
化
な
ど
、

社
会
環
境
の
変
化
に
対
応

し
、
よ
り
良
い
議
会
を
実

現
し
て
い
く
た
め
、
議
会

へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導

入
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　⑴�

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
係

る
目
的
の
整
理
と
運
用

活
用
計
画
の
策
定

⑵�

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
会

議
ソ
フ
ト
な
ど
の
選

定
、
使
用
に
関
す
る
規

定
な
ど
の
策
定

⑶�

運
用
方
法
や
活
用
、
使

用
に
関
す
る
規
定
な
ど

の
事
例
の
調
査
研
究

⑷�

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
会

議
ソ
フ
ト
な
ど
の
性
能

に
係
る
調
査
研
究

⑸�

本
格
運
用
ま
で
の
準
備

と
使
用
に
関
す
る
各
議

員
へ
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど

活
動
内
容

△ タブレット端末

議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化

（
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
）

に
よ
る
目
指
す
べ
き
姿

① 

情
報
共
有
の
円
滑
化
と

迅
速
化

（�

文
書
・
資
料
の
デ
ジ
タ

ル
化
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
な
ど
）

② 

会
議
の
高
度
化
と
効
率
化

（�

発
言
の
際
の
資
料
提

示
、
災
害
時
や
緊
急
時

に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
に
よ
る
議
会
機
能

の
継
続
な
ど
）

③ 

議
会
活
動
の
見
え
る
化

や
透
明
化

（�

会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
や
録
画
配
信
）

④ 
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
高
度
化

（�

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

た
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
）

議
会
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

導
入
に
よ
り

期
待
さ
れ
る
効
果

① 

紙
資
料
の
削
減
に
よ
る

印
刷
経
費
の
削
減

② 

議
会
運
営
業
務
の
効
率

化
や
負
担
軽
減
に
よ
る

諸
経
費（
郵
送
料
な
ど
）

の
削
減

③ 

招
集
通
知
や
周
知
な
ど

の
迅
速
化

④ 

会
議
資
料
や
研
究
資
料

な
ど
の
デ
ー
タ
に
よ
る

保
存

⑤ 

災
害
時
の
安
否
確
認
や

写
真
な
ど
に
よ
る
被
害

状
況
の
報
告
と
共
有

⑥ 

遠
隔
地
で
の
会
議
や
研

修
へ
の
参
加

⑦ 

広
報
紙
の
編
集
作
業
の

効
率
化
な
ど

�

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
あ

た
り
、
運
用
を
進
め
て
い

る
先
進
議
会
へ
の
視
察
研

修
を
実
施
。
活
用
事
例
や

使
用
規
定
、
機
種
や
会
議

ソ
フ
ト
の
説
明
を
受
け
、

導
入
後
の
メ
リ
ッ
ト
や
課

題
も
確
認
。
視
察
の
成
果

を
今
後
の
取
り
組
み
に
活

か
し
て
い
き
ま
す
。

・
令
和
６
年
７
月
23
日

　
大
船
渡
市
議
会

　
陸
前
高
田
市
議
会

・
令
和
６
年
８
月
27
日

　
平
泉
町
議
会

△ 平泉町議会では、高橋議長と
　 升沢副議長にご対応いただいた

２
市
１
町
で
研
修
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議
会
レ
ポ
ー
ト

岩
手
・
宮
城

県
際
市
町
議
会

議
長
会

総
会
・
視
察

懇
談
会

令
和
６
年
７
月
25
日

会
場
地　
一
関
市

出　
席佐

々
木　
春
一
議
長

水
野　
正
勝
副
議
長

国
へ
の
要
望
決
定

　

栗
原
市
、
気
仙
沼
市
、

南
三
陸
町
、
登
米
市
、
陸

前
高
田
市
、
大
船
渡
市
、

平
泉
町
、
一
関
市
、
住
田

町
の
市
町
議
会
で
構
成
す

る
岩
手
・
宮
城
県
際
市
町

議
会
議
長
会
に
よ
る
総
会

と
視
察
研
修
、
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会

で
は
、
選
出
国
会
議
員
や

関
係
省
庁
へ
の
要
望
項
目

６
議
案
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
　①

Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
誘
致
実
現

② 

医
師
確
保
と
地
域
へ
の

均
衡
あ
る
医
療
体
制
の

構
築

③ 

一
関
・
気
仙
沼
間
道
路

の
高
規
格
化
の
実
現

④ 

林
業
の
活
性
化
に
向
け

た
木
材
需
要
の
拡
大

⑤ 

復
興
事
業
に
よ
り
造
成

さ
れ
た
土
地
の
利
活
用

推
進
及
び
管
理
対
策

⑥ 

国
道
３
４
３
号
の
整
備

促
進

要
望
項
目

岩
手
・
秋
田

山
形
県
合
同

中
央
研
修
会

選
出
国
会
議
員

と
の
懇
談
会

令
和
６
年
８
月
22
日
・
23
日

会
場
地

東
京
都
千
代
田
区

出　
席佐

々
木　
春
一
議
長

水
野　
正
勝
副
議
長

　

岩
手
・
秋
田
・
山
形
県

の
町
村
議
長
会
の
共
催
に

よ
る
合
同
研
修
会
が
開
催

さ
れ
、
国
際
情
勢
や
地
方

改
革
な
ど
、
注
視
す
べ
き

国
政
や
地
方
課
題
に
つ
い

て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　

県
選
出
国
会
議
員
と
の

懇
談
会
で
は
、
令
和
７
年

度
の
重
点
要
望
項
目
と
し

て
、
防
災
・
減
災
・
国
土

強
靭
化
の
推
進
な
ど
、
９

件
60
項
目
の
中
か
ら
、
各

議
長
が
提
言
を
し
、
国
会

議
員
と
意
見
を
交
換
し
ま

し
た
。

　
　１ 

、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
と
日
本
の
安
全

保
障

２ 

、
女
性
の
県
外
流
出
解

消
に
向
け
た
地
方
圏
の

改
革

３ 

、
政
局
動
向
「
日
本
政

治・こ
の
あ
と
ど
こ
へ
」

岸
田
首
相
の
次
は
…

研
修
項
目

JR釜石線
沿線市町議員連盟
設立総会
期日：令和６年７月19日
場所：東和コミュニティセンター
出席：水野　正勝　副議長
　　　阿部　祐一　議員
　　　瀧本　正德　議員
　　　佐々木信一　議員
　　　佐々木初雄　議員
　　　荻原　　勝　議員
　　　金野　千津　議員

利用促進策の協議
具体化を目指して

　花巻市、遠野市、釜石市、住田町の
市町議会議員の相互交流を通じて、共
同で釜石線利用促進に向けて研究・活
動することを目的とした「ＪＲ釜石線
沿線市町議会議員連盟」が設立しまし
た。当議会から選任された役員は、次
の通りとなります。

顧　　問　　佐々木春一　議長
副 会 長　　水野　正勝　副議長
運営委員　　荻原　　勝　議員
　　　　（総務教民常任委員長）
　　　　　　佐々木信一　議員
　　　　（産業経済常任委員長）
　　　　　　阿部　祐一　議員
　　　　（総務教民常任副委員長）

　当日は、「地方交通線の現状と取り組
みについて」と題し、東日本旅客鉄道
（株）盛岡支社の井上宏和氏を講師に記
念講演も行われました。ＪＲ釜石線の
現状について理解を深めました。
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その後

83

住
民
の
声

開かれた町政の推進開かれた町政の推進
　内外に情報発信を　内外に情報発信を

町の
「今と魅力と楽しさ」が

伝わります。

　私は主にフェイスブックを利用し
ています。見る度に、町の歴史や文
化活動などを知ることができ、町の
良さを再認識しながら、楽しんでい
ます。

岩
いわ

城
き

  和
かずひこ

彦 さん
（世田米字西風）

町公認のＳＮＳアカウント
　「ハロー！住田町」を開設
フェイスブック インスタグラム Ｘ（旧ツイッター）

ユーチューブ
「住田町【公式】」
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議
員
が
行
う
質
問
や

提
言
が
、
町
政
に
ど
う

反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

　
こ
れ
ま
で
の
質
問
の
中

か
ら
一
部
を
取
り
上
げ
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か

追
跡
し
て
み
ま
し
た
。

質　問

　情報発信を
　　ＨＰやＳＮＳで
　住田町をより広く内・外に発信する
ためには、ホームページのさらなる充
実や町公式ソーシャルメディアへの対
応は不可欠である。

答　弁
　町の
　ＰＲツールとして有効
　町ホームページは充実に向け見直し
を進めている。ＳＮＳ（ソーシャルネッ
トワークサービス）の活用は、情報発
信ＰＲツールとして有効であるが、リ
スクもあり慎重に判断していきたい。

追跡レポート
一般質問その後



議会を傍聴しよう！

　町議会は誰でも傍聴でき
ます。次の 12月議会の予
定は下表のとおり。
　生活改善センター議会棟
の入口から案内に従って傍
聴席へお入りください。

住田テレビ放映住田テレビ放映もどうぞ
　本会議や一般質問の模様は、
住田テレビの「議会放送」でも
ご覧いただけます。
　放映時間は午後６時からです。

12月議会は
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

令和６年９月
議会の傍聴者は
88人人でした

議案審議一般質問

　

今
回
は
、
９
月
９
日
に

　

今
回
は
、
９
月
９
日
に

世
田
米
商
店
街
の
一
角
に

世
田
米
商
店
街
の
一
角
に

コ
ー
ヒ
ー
と
ド
ー
ナ
ツ
の

コ
ー
ヒ
ー
と
ド
ー
ナ
ツ
の

店
「
ア
ス
コ
ー
ヒ
ー
」
を

店
「
ア
ス
コ
ー
ヒ
ー
」
を

オ
ー
プ
ン
し
た
植
田
真
治

オ
ー
プ
ン
し
た
植
田
真
治

さ
ん
に
お
店
や
住
田
へ
の

さ
ん
に
お
店
や
住
田
へ
の

想
い
を
聞
き
ま
し
た
。

想
い
を
聞
き
ま
し
た
。

　

店
名

　

店
名((

ア
ス
ア
ス::

私
達
私
達))

に
込
め
た
想
い
が
伺
え
ま

に
込
め
た
想
い
が
伺
え
ま

す
。
す
。

住
田
町
に
は
い
つ

か
ら
お
住
ま
い
で

す
か
。

震
災
後
、
地
元
の

釜
石
に
戻
り
、
市

役
所
で
働
い
て
お
り
ま
し

た
。
結
婚
を
機
に
、
妻
が

働
い
て
い
る
住
田
町
に
移

住
し
８
年
に
な
り
ま
す
。

住
田
町
の
魅
力
を

ど
う
感
じ
て
い
ま

す
か
。

商
店
街
が
魅
力
的

な
の
で
、
こ
の
場

所
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

自
分
の
子
ど
も
た
ち
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
や
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
た
く
さ
ん
出
来

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
皆

さ
ん
に
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
、
子
育
て
も
支
援
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
住
田
町
は
人
が
魅
力

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

お
店
を
始
め
た

き
っ
か
け
と
、
今

後
の
計
画
は
。

妻
に
も
好
き
な
こ

と
を
し
た
ら
と
後

押
し
さ
れ
、
以
前
か
ら
好

き
だ
っ
た
、
コ
ー
ヒ
ー
に

こ
だ
わ
っ
た
店
を
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
世
代

を
超
え
て
集
ま
れ
る
店
を

持
ち
た
い
と
考
え
て
コ
ー

ヒ
ー
だ
け
で
な
く
、
ド
ー

ナ
ツ
も
提
供
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

将
来
的
に
は
、
軽
く
お

酒
も
飲
め
る
お
店
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
や
議
会
へ
の
想

い
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

住
ん
で
い
る
借
家

の
１
階
部
分
の
店

舗
跡
を
自
由
に
使
っ
て
良

い
と
言
わ
れ
店
に
改
修
し

ま
し
た
。
商
店
街
に
は
同

じ
よ
う
に
店
舗
部
分
が
空

い
て
い
る
住
宅
が
あ
る
の

で
、
若
者
が
気
軽
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
場
所
に
な

れ
ば
、
若
い
人
が
夢
へ
の

挑
戦
が
出
来
て
、
商
店
街

も
賑
わ
う
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
や
る
気
を

支
援
す
る
環
境
が
必
要
と

感
じ
ま
す
。

若
者
の
起
業
で
街
に
賑
わ
い
を

植植
うえうえ

田田
だだ

　　真真
しんしん

治治
じじ

さんさん（世田米字世田米駅）（世田米字世田米駅）

△　△　木のぬくもりを感じさせる落ち着いた店内、静かな時間が流れます木のぬくもりを感じさせる落ち着いた店内、静かな時間が流れます

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
登

場
し
て
い
た
だ
く
企
画

に
な
り
ま
す
。
町
や
議

会
に
対
し
て
の
意
見
、

活
動
を
通
し
た
「
ま
ち

づ
く
り
」
へ
の
想
い
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

QQ

Q

Q

AA

A

A
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187 　私の将来の夢は、たくさんの動物と一

緒に暮らすことです。私は、フェレットと
いう動物とポメラニアンという二匹の犬と一
緒に生活しています。お世話は大変でも、た
くさん遊んだりしてとても楽しいです。将来、
ハリネズミやインコも飼いたいです。

　私の夢は、バレーボール選手です。パリ
オリンピックで石川真佑選手がスパイクを決
めているところを見ました。私もあんな風に
スパイクを打てるようになりたいです。その
ために、スパイクの助走や打ち方を意識して
一生懸命に練習を頑張っていきたいと思います。

夢
は
バ
レ
ー
選
手

動
物
と
一
緒
に

有住小学校６年

藤
ふじ
井
い
　心
ここ
音
ね

（上有住字土倉）

世田米小学校６年

佐
さ
藤
とう
　華

は
音
のん

（世田米字川向）

コーナーです。コーナーです。

　自薦・他薦も大歓迎。申し　自薦・他薦も大歓迎。申し

込みをお待ちしています。込みをお待ちしています。

　住田町の子どもたちが　住田町の子どもたちが

将来の夢を語る将来の夢を語る

広報編集常任委員会
発行責任者　　議　　長　佐々木　春　一
　　　　　　　委　員　長　水　野　正　勝
　　　　　　　副委員長　荻　原　　　勝
　　　　　　　委　　員　阿　部　祐　一
　　　　　　　　　　　　村　上　　　薫
　　　　　　　　　　　　瀧　本　正　德
　　　　　　　　　　　　金　野　千　津

　有住保育園で行われた「森の保育園」にお邪魔して
きました。秋の種山を散策してゲットした戦利品を広
げて、森のお弁当作りに挑戦した子どもたち。ツヤツ
ヤのどんぐりや、コロンと大きな山なし、様々な形の
葉っぱやお花を自由にお弁当箱に詰め「できたよー！」
と嬉しそうに見せてくれました。そんな中、初めての
森の保育園となった年中さんを優しく手伝う年長さん
の姿も見られ、春の時よりぐっと大人になったなぁと
感じた一日でした。

有住保育園有住保育園

編集後記
▼全国的な米不足を心配しましたが、黄金色に実った

稲の刈り入れも順調に進んでいるようでほっと一息

です。▼今年度は住田町総合計画、住田町公共交通

計画といった、町民の生活に直接関わる極めて重要な

計画策定が進められています。残り1年を切った神田

町政が、これからの町の方向性を示す大切な計画と

なるため、議会としても多数議論が交わされました。

▼皆様の忌憚のない声をお聞かせください。

委　員　金 野 千 津
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